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図１ 　「十二前」の検索結果画面

図２　ベースマップで機能から２画面表示

図３　２画面表示（左  ベースマップ，右  陰影起伏図）

氾濫原の微地形を読み取ろう
－２画面表示で並べて比較－

　「地理院地図」を用いた地理の授業について，今回は，

画面右上にある 機能 の活用例を紹介しよう。

　『新詳地理Ｂ』（以下，教科書）p.49にある新潟市の阿

賀野川沿いの氾濫原について，「地理院地図」の２画面表

示機能を活用して，ワークシートで集落立地を課題に微

地形の読み取りをしてみよう。

　教科書に掲載されている図を表示するには，画面上部

にある検索バーに，地名をうち込んで提示される候補か

ら選ぶ方法が簡単である。図１は，「十二前」と検索して

２か所の候補が提示された画面である。マウスを検索結

果の画面に持って行くと，地図中に赤い旗が表示される。

　「地理院地図」の画面右上には，機能 というボタンが

あり，ここにさまざまな機能が用意されている。図２のよ

うに，機能 ＞ ツール＞２画面表示 と選択すると，画面

が左右に分割される。図３のように，それぞれの画面に

情報 ボタンがあるので，右側画面で 情報 ＞ 情報リスト

＞ 起伏を示した地図 ＞ 陰影起伏図 と選択すれば，こちら

だけに 陰影起伏図 が表示される。初期状態で，右上が

連動 ON となっているので，左右を連動させて画面を

動かすことが可能である。氾濫原は，標高差が少なく，

等高線だけでは地形を読み取ることは難しいが，真上か

ら見た立体感を表した陰影起伏図で表示した図３の右画

面では，エンボス加工のように画面が浮き上がって見え

るので，微地形を立体的にとらえることができる。

　次に，図４では，右画面で 情報リスト＞ 土地の特徴を

示した地図 ＞ 土地条件図 ＞ 数値地図25000（土地条件）

とたどり，さらに，下の 選択中の情報 ＞ 数値地図25000

（土地条件） のスライダーで透過率を30％に設定した。図

５は，情報リスト の右側に表示される 解説 から 数値

地図25000（土地条件） の凡例を表示をクリックし，そ

の凡例の画像を加工したものである。凡例をもとに図４

WebGISを活用しよう

地理院地図を活用した授業教材２

GIS 講座３ －実践編－

陰影起伏図
連動 ＯＮ

ツール

２画面表示

十二前
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を読み取ると，立体的なイメージを保ちつつ，自然堤防

や旧河道の分布とともに集落がどういったところに多く立

地しているかを確認できる。

　このように，２画面表示では，両方の画面に同じ縮尺

の図が表示されるので，左右の位置を対応させながら地

形図上の表現と，起伏や地形的な特徴を比較できる。

　教科書p.48にある沼田市の片品川の河岸段丘について，

３Ｄ表示の機能を活用して地形を立体的に把握してみよう。

図Ａは，教科書の地形図内にある「上沼須町」で検索を

かけ，情報 ＞ 情報リスト ＞ 空中写真・衛星画像 ＞ 全

国最新写真（シームレス） を選択した画面である。市街

地や耕地が広がる中に，緑色の帯が何本もはしっている

ことが読み取れる。ワークシートでこれは何かを課題に

設定し，読み取っていこう。

　まず，３Ｄ表示画面で，立体的にとらえる方法を紹介

する。図Ｂは，ベースマップを表示して右上の 機能 ボタ

ンをクリックしたものである。ここには，断面図 ，３Ｄ

のボタンが見えている。この中から，断面図を表示して

みよう。断面図 を選択して，マウスで始点を決めて左ク

リック，終点を決めて２回左クリックすると，画面の左

上に図Ｃのような断面図が表示される。これは，指定し

た始点から終点までを300等分した各点の標高値から作

成したグラフで，狭い範囲であればかなり詳細な断面図

が描かれる。スライダーを使って縦軸の長さをのばすこ

ともでき，より台地と谷をわかりやすくきわ立たせるこ

ともできる。また，断面図の終点を決めるまでマウスの

クリックを繰り返せば，クリックした箇所をつなげた断

面図が描かれる。これを図として保存することもできる。

図Ｄ（次ページ）は，２画面表示機能を用い，左側が陰

影起伏図，右側が傾斜量図を示したものである。陰影起

伏図は，北西の方向から地表面に向かって光をあて，凹

凸のある地表面の北西側が白く，南東側が黒くなるよう

作成した図である。図Ｄでは，右岸と左岸で濃淡が対照

的（右岸が黒，左岸が白）になってしまい，川の両岸の急

崖を立体的に表現するには，必ずしも適していない。一

方，傾斜量図は，地表面の傾きの量を算出し，その大き

図４　２画面表示（右  陰影起伏図＋土地条件図透過率30％）

図５　土地条件図の凡例
（山地や台地などを省略して画像を合成してある）

図Ａ　全国最新写真（シームレス）画面

図Ｂ　ベースマップで機能ボタンを表示

図Ｃ　片品川両岸の断面図

河岸段丘を立体的に見よう
－３Ｄで立体的に把握－

数値地図25000（土地条件）

透過率:30％

全国最新写真（シームレス）

断面図

始点で１回，終点で２回
それぞれ左クリック
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さを白黒の濃淡で表現したもので，白いほど傾斜がゆる

やか，黒いほど急峻であることを意味している。この図

は，真上から見たときの立体感には欠けるが，後述する

ように鳥瞰的に見たときには，急斜面が濃く表示されて

立体的なイメージがわきやすい。

　それでは，３Ｄ表示をしてみよう。図Ｅは，ベース

マップに傾斜量図を重ね，透過率を50％に設定したもの

である。右上の機能ボタンのなかから，機能 ＞ ３Ｄ ＞ 小

（1024×1024） と選択すると別のタブが開いて，３Ｄ画

面が表示される。ここで カスタム を選択して，自分で

範囲を指定して３Ｄ画面をつくることもできる。

　図Ｆは，３Ｄ表示の初期画面である。選択した範囲が

鳥瞰的に表示され，選択範囲の下辺にあたる手前の部分

には断面が見えている。画面下の３行には，各種ダウン

ロード用のボタンが用意されている。３Ｄ表示画面上で

マウスを左ドラッグすると上下に向きをかえたり，回転

させたりできる。また，右ドラッグでは，視点（位置）

を変更できる。いろいろ動かしてみることで，等高線

を立体的にとらえることができる。

マウスのホイールをまわせば，段階的に図の拡大・

縮小ができる。また，画面左下には，高さ方向の倍率の

入力窓とスライダーがあり，自由に高さを強調できる。

　図Ｇは，２段階拡大し，高さを２に設定，断面がわ

かるように向きを調整したものである。この図では，

断面が手前に表示され，奥に段丘地形が広がるようす

を鳥瞰的にとらえることができる。

　図Ｈは，図Ａの空中写真画面で，同様のステップを

踏んで３Ｄ表示したものである。断面が読み取れると

ともに，上空から見たようなリアルな画像が見られる。

　このように，３Ｄ機能を用い表示を工夫することで，

平面からはとらえづらい地形を，立体的にリアルなイ

メージでとらえることができる。

この他にも立体表現ができる機能としてGlobeがある。

Globeの詳細な操作方法は，マニュアルが用意されてい

るのでそちらをご覧いただきたい（p. ７の二次元コー

ド参照）。

　Globeは，地球面を表示しながら現在見ている場所ま

でクローズアップし，鳥瞰的に表示できる機能で，機

能 ボタンのいちばん下にある Globe ボタンを選択し

て表示することができる。

　上で紹介した３D表示と異なって便利な点は，Globe

上で情報画面をさしかえたり，マウスでドラッグして

場所を移動できたりすることである。一方，ネット

ワークの状態やコンピュータの性能によってかなり時

間がかかることが難点である。上で紹介した３D表示

やGoogle™️ Earthなどと，目的に合わせて使い分けると

よいだろう。

　図１～５，Ａ～Ｈ ：「国土地理院　地理院地図」2019年２月閲覧
※ここで用いている画像は，画面解像度が1440×900ピクセルの画面で

キャプチャしたものである。使用しているディスプレイの画面解像度
とテキストの拡大率によって，表示される範囲や操作ウィンドウの
大きさは変わる。

図Ｅ　傾斜量図透過率50％の画面から３Ｄ表示へ

図Ｆ　３Ｄ表示の初期画面

図Ｇ　傾斜量図透過率50％の３Ｄ表示画面

図Ｄ　陰影起伏図と傾斜量図の比較

陰影起伏図
傾斜量図

３D

小（1024×1024）

傾斜量図
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ワークシート－河岸段丘を立体的に見よう

ワークシート－氾濫原の微地形を読み取ろうワークシート

ワークシート

課題 図１で，阿賀野川の周囲に分布する集落には，どのような立地の特徴があるだろうか。

二次元コード

p.６「地理院地図Globe
操作マニュアル」はこちら
から

図Ｈ　空中写真の３Ｄ表示画面

Answer 4

Q6

Answer 6

Q5
Answer 5

Q4

Answer 1

Q1

Q2
Answer 2

図４と図５から，集落はどのような地形に立地していると読み取れるか。

　　　　　　集落は，旧河道に沿った自然堤防上に立地していることが読み取れる。

Q3
Answer 3

〈編集部より〉■

※ワークシートは，画像を教員がスクリーンなどに提示したり，生徒がパソコンの画面に提示したりして取り組ませることを想定している。

図１の地形図で，「十二前」の周辺には，どのような特徴が見られるかを読み取ろう。

　　　　　　「十二前」の東には，湾曲した形の集落立地やその内側には細長い三日月型の水面が見られる。

図３の２画面の比較からどのような地形の特徴が見られるか。

　　　　　　湾曲した集落とその内側にある田の一部は，やや盛り上がって見える。この間の三日月型の部分
は低く見える。

課題 図Ａでは，耕地や市街地が広がるなかに，緑色の帯が何本もはしっていることが読み取れる。これはどのようなところ
　　　 だろうか。

図Ｃの断面図からどのような地形が読み取れるか。

　　　　　　片品川の両岸に階段状の地形があることが読み取れる。

図Ｅと図Ｇから，等高線の密度が高いところはどのような地形かを読み取ろう。

　　　　　　等高線の密度が高いところは，急斜面であることが読み取れる。

図Ｈから，図Ａで緑色の帯が何本もはしっているところはどのような地形かを読み取ろう。また，このように
緑色の帯が何本もはしっているように見えるのは，なぜだろうか。

　　　　　　緑色の帯は，河岸段丘の急斜面である。平坦な土地が開発されて耕地や市街地になったのに対し，
急斜面は開発できないために，もとからの森が残ったためである。

・このワークシート（wordファイル）を，帝国書院ウェブサイトに掲載します。
・次回は，Web上の統計を用いたGISの例を紹介する予定です。

「地理院地図」のサイトは
こちらから

「地理院地図操作マニュ
アル」はこちらから

パパソコンの方は二次元バーコードをクリリッッ
ククすするるとリンクページに移動します。とリンクページに移動します。

https://maps.gsi.go.jp/help/pdf/GSIMaps.pdf
https://maps.gsi.go.jp/#5/36.104611/140.084556/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/globe/manual.pdf



